
嚥下障害とは・・・

嚥下障害とは、唾液や噛み砕いた食物を飲み込むことが困難に

なる状態をいいます。脳卒中後遺症や脳神経系や筋肉に障害が生

じた場合に起こるほか、高齢者では嚥下機能が低下することでむ

せたり、口の中が乾燥しやすく、食物の飲み込みが悪くなりやす

いために注意が必要です。

高齢者に多い誤嚥性肺炎

誤嚥とは唾液や食物などが食道ではなく、誤って気管に入って

しまう事をいいます。誤嚥した唾液や食物に含まれた細菌が気管

から肺に入り、炎症を起こすのが誤嚥性肺炎です。誤嚥性肺炎は

嚥下機能が低下した高齢者に多く発症し、免疫力が弱い高齢者で

は重症化しやすいので嚥下体操を行って予防に努めることが重要

です。

嚥下体操の目的

年齢とともに低下する嚥下機能ですが、口の簡単な体操を行う

ことによって食事に必要な口・舌・頬などのの筋肉を刺激し、唾

液の分泌を促すことで食物を飲み込みやすく、むせたりすること

なく、おいしく食事が摂れるようになります。

食事をスムーズに摂れるようになることで誤嚥性肺炎を予防す

ることにもつながります。
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